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バネが強い固定バンドに薄型の振動子を

取り付けた状況を写真１２２に、母音を発

声した時の音声分析結果を図９４に示す。

写真１２２ バネ強－薄型振動子

図９４ バネ強－薄型振動子の音声分析

音声分析の結果を見ると、薄型振動子の

ため音量が小さく全体的な色が薄くなって

いるが、母音のパターンは見える。

バネが強い固定バンドに薄型の振動子を

取り付けた状態で、首を上下左右に複数回

動かした後の状態を写真１２３に、その状

態で母音を発声した時の音声分析結果を図

９５に示す。

写真１２３ 首を複数回動かした後の状態

図９５ 首を複数回動かした後の音声分析

写真１２２と写真１２３を比べると、振

動子はそれほどずれてはおらず、母音のパ

ターンも薄いものの、首を動かす前とほぼ

同様に見える。

あ い う え お あ い う え お
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バネが弱い固定バンドに従来型の振動子

を取り付けた状況を写真１２４に、母音を

発声した時の音声分析結果を図９６に示す。

写真１２４ バネ弱－従来型振動子

図９６ バネ弱－従来型振動子の音声分析

音声分析結果を見ると、高い周波数帯を

除いて、従来の電気式人工喉頭の発声に近

い母音のパターンが見える。

バネが弱い固定バンドに従来型の振動子

を取り付けた状態で、首を上下左右に複数

回動かした後の状態を写真１２５に、その

状態で母音を発声した時の音声分析結果を

図９７に示す。

写真１２５ 首を複数回動かした後の状態

図９７ 首を複数回動かした後の音声分析

写真１２４と写真１２５を比べると、固

定バンドがずれて若干振動子もずれている

のがわかる。このため母音のパターンは見

えるものの雑音が多くなっている。

あ い う え お あ い う え お
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バネが弱い固定バンドに薄型の振動子を

取り付けた状況を写真１２６に、母音を発

声した時の音声分析結果を図９８に示す。

写真１２６ バネ弱－薄型振動子

図９８ バネ弱－薄型振動子の音声分析

音声分析の結果を見ると、薄型振動子の

ため音量が小さく全体的な色が薄くなって

いるが、母音のパターンは見える。

バネが弱い固定バンドに薄型の振動子を

取り付けた状態で、首を上下左右に複数回

動かした後の状態を写真１２７に、その状

態で母音を発声した時の音声分析結果を図

９９に示す。

写真１２７ 首を複数回動かした後の状態

図９９ 首を複数回動かした後の音声分析

写真１２６と写真１２７を比べると、若

干振動子はずれているが、母音のパターン

は薄いものの、首を動かす前とほぼ同様に

見える。

あ い う え お あ い う え お
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４種類のパターンでの発声の結果、モニ

ター評価者１０は、バネが弱い固定バンド

に従来型の振動子を取り付けたものが良い

という意見であったことから、再度、それ

を装着していただき、メモを取りながらの

発声をしていただいた。その時の状況を写

真１２８に示す。

写真１２８ メモしている状況

発声しながらメモを書く動作については、

「ペンとスイッチが同じ手で押すのは難し

い」との感想であり、また、試作装置につ

いては、「思ったより振動子のフィット感が

良かった」との感想であった。

例文による明瞭度については、最も明瞭

度が高かったのは、バネが弱い固定バンド

に従来型の振動子を取り付け、首を上下左

右に複数回動かした後のもので３．６点で

あり、最も明瞭度が低かったのは、バネが

強い固定バンドに薄型の振動子を取り付け

たもので２．４点であった。尚、全体平均

は３点であった。

人工喉頭本体については、従来の電気式

人工喉頭をベースに改造を加えたものと、

黒い箱に収めたハンズフリー専用人工喉頭

本体の両方を使っていただき、どちらが良

いかを質問紙に記入していただいた所、従

来の電気式人工喉頭をベースに改造を加え

たものが良いと回答した方が１１名中６名、

ハンズフリー専用人工喉頭が良いと回答し

た方が１１名中１名、未回答４名であった。

ハンズフリー専用人工喉頭の使用状況を

写真１２９に示す。

写真１２９ 専用本体の使用状況
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Ｈ．予定してできなかったこと

モニター評価について、当初、各喉頭摘

出者団体とも３回に分けて実施する予定で

いたが、協力先との日程調整がつかず、モ

ニター評価の回数が減ってしまった。しか

しながら、回数が減っても目的としたモニ

ター評価を行うことができたので、今後は

モニター評価の時期や回数も含め、十分の

検討の上、日程調整等にあたりたいと考え

ている。

Ｉ．考察

４種類の試作装置にてモニター評価をし

た所、振動子を当てる場所について、予想

以上に個人差が大きかったこともあり、モ

ニター評価者の中には十分な発声ができな

い方もいた。しかし、大部分の人は、振動

子を当てる場所が必ずしも従来の電気式人

工喉頭と同じ場所でなくても、４種類の試

作装置のいずれかの組合せで十分な発声を

行うことができた。このことから、振動子

の当てる位置については、多少のずれは許

容範囲の中にあると考えられる。また、明

瞭度の評価では、大部分の人でバネが弱い

固定バンドに従来の振動子を取り付けたも

のでの発声が高い結果となったが、自分で

発声してみて気に入ったものとは、必ずし

も一致ししない場合もあった。これは、振

動子を頸部に固定していることも影響し、

発声している人が自分の耳で聞いている音

と、周りの人が聞いている音に差があるこ

とに加え、固定バンドの密着感なども影響

していると考えられる。薄型の振動子につ

いては、音声分析の結果から見ても必ずし

も明瞭度が低いとは限らないが、従来型と

比べると音量が低いことから、印象的に明

瞭度が低く感じてしまった傾向があり、制

御装置側で音量を上げることによって、従

来型と遜色ない明瞭度にできる可能性があ

ると思われる。また、試作装置を装着しな

がら首を上下左右に複数回動かした場合に

おいては、大きくずれる人と若干ずれる人、

ほとんどずれない人というように個人差が

あったが、首の太さとバネの強さ、振動子

の大きさの関係が必ずしもフィットしてい

ないことが原因として考えられる。尚、傾

向的には、薄型振動子の方が従来の振動子

よりずれにくいようである。

リモコンスイッチについては、ほぼ全員

のモニター評価者が特に違和感はないよう

であったが、メモを取る作業をしてもらっ

た時は、慣れればできるかもしれないとの

意見もあったが、全員が必ずしもスムーズ

にメモを取れていた訳ではなくやりにくそ

うであった。これは、メモを取るためにペ

ンを持つ手の指にリモコンスイッチをつけ

たことによって、同じ手で同時に２つの作

業を行う必要があることからやりにくくな

っていると思われる。よって、リモコンス

イッチを利き腕でない方の指に装着するこ

とで解決できると考えている。

人工喉頭本体については、従来の電気式

人工喉頭をベースに改造を加えたものの方

が、黒い箱に収めたハンズフリー専用人工

喉頭より良いとの意見が多かったが、これ

は専用で試作したもののサイズが多少大き

めだったことが影響したと思われる。
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Ｊ．結論

これまでの内容を踏まえ、以下の様な結

果・結論を得ることができた。

１．振動子を当てる場所には大きな個人

差があるが、多少のずれは許容範囲

である。

２．４種類の試作装置のうち、バネの弱

い固定バンドと従来型の振動子の組

合せの明瞭度が最も高かった。

３．音声分析の結果、薄型振動子につい

ても音量をあげることにより明瞭度

が改善できる。

４．試作装置を装着し上下左右に首を動

かすと、いずれの場合においても程

度の差はあるもののずれが生じる。

但し、薄型振動子の方が多少ずれに

くい傾向である。

５．リモコンスイッチは、特に大きな問

題はない。但し、利き腕でない方に

装着した方がメモを取るなどの作業

は、よりやりやすい。

６．人工喉頭本体は小型のものが望まれ

る。

以上のことから、振動子を当てる場所の

個人差を許容できるように固定バンドの長

さ、もしくは曲げ方向を容易に調整できる

構造とし、その固定バンドに音量を大きく

した薄型振動子と組み合わせることにより、

実用的なハンズフリー型人工喉頭となる可

能性が高く、次年度以降に本結果を踏まえ

た再試作・再評価を行い、リモコン操作に

よるハンズフリー型人工喉頭としての製品

化を進めて行く。

Ｋ．健康危険情報

１．開発者側

特になし。

２．当事者側

特になし。

Ｌ．成果に関する公表

１．ホームページ、刊行物等の紙面など

での発表

特になし。

２．展示会などでの発表

平成２３年３月９日に厚生労働省の

講堂で開催された「障害者自立支援機

器等開発促進事業における開発成果の

一般公開」にて展示を行った。展示状

況を写真１３０、写真１３１に示す。

写真１３０ 展示状況１

写真１３１ 展示状況２
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Ｍ．知的財産権の出願・登録状況

１．特許取得

電気式人工喉頭 特許第 3498705 号

２．実用新案登録

特になし。

３．その他

特になし。


